








(C2.2) 気候関連リスクおよび機会を特定、評価する、およびそれに対応するプロセスについて説明します。気候関連リスクおよび機会を特定、評価する、およびそれに対応するプロセスについて説明します。
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(C-ST9.3a) 貴社の鉄鋼関連消費量、生産量、生産能力を製鉄所別に回答してください。貴社の鉄鋼関連消費量、生産量、生産能力を製鉄所別に回答してください。

金属くず消費量金属くず消費量(トントン) 溶鉱炉鉄消費量溶鉱炉鉄消費量(トントン) 直接還元鉄消費量直接還元鉄消費量(トントン) 粗鋼生産量粗鋼生産量(トントン) 粗鋼生産能力粗鋼生産能力(トントン)

酸素転炉 410000 6860000 0 6450000 6800000

電気アーク炉 380000 33000 0 340000 410000

その他 0 0 0 0 0
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